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 証券コード　5852
 平成24年６月６日

株 主 各 位 

 東京都中野区中央一丁目38番１号

 

 取締役社長 高 橋 　 新

第91回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
さて、当社第91回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席ください

ますようご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面により議決権を行使することができますので、

お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただき、同封の議決権行使書用紙に
議案に対する賛否をご表示いただき、平成24年６月21日（木曜日）午後５時45分まで
に到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

１．日 時 平成24年６月22日（金曜日）午前10時
２．場 所 東京都中野区中野四丁目１番１号

株式会社中野サンプラザ　13階コスモルーム
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項  
 報 告 事 項 １．第91期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）事業報告の内容、連

結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報
告の件

  ２．第91期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）計算書類の内容報告
の件

 決 議 事 項  
 第１号議案 取締役５名選任の件
 第２号議案 監査役２名選任の件

以　上


当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう
お願い申しあげます。
なお、株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、イ

ンターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　http://www.ahresty.co.jp）に掲載させていただ
きます。
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（報告事項に関する添付書類）

　

事　 業　 報　 告

（平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで）

　

１．企業集団の現況

(1) 当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災とその後の電力供給の制約や原子力

災害の影響、タイの洪水の影響等に加え、欧州の政府債務危機などを背景とした海外景気の

下振れなど先行き不透明な状況が継続する中、各種の政策効果などを背景に緩やかに回復し

ました。

海外においては、米国では高い失業率の継続や住宅価格の下落等下振れリスクがある中、

景気は緩やかに回復し、中国及びインドは、拡大のテンポがやや緩やかになりつつも内需を

中心に拡大しました。

このような環境の中、当社グループではグローバルでのダイカスト需要増に対応するため、

中国、メキシコ、インドを中心に生産設備を拡充し、中国では２拠点目となるダイカスト生

産拠点を安徽省合肥市に設立し平成23年夏から操業を開始するなど海外における生産能力の

増強を進めています。一方、国内においては、中長期的には国内ダイカスト需要が減少する

と予想されることから、浜松工場と豊橋工場を東海工場として統合し、平成25年３月を目処

に集約・再編すべく進めています。

当連結会計年度の業績については、売上高は103,800百万円（前期比4.8％増）、営業利益

は1,366百万円（前期比63.7％減）、経常利益は888百万円（前期比75.0％減）、また、タイ

の洪水被害及び製品保証費用として特別損失669百万円を計上したものの、今後の業績動向等

を踏まえ繰延税金資産を計上したこと等に伴う法人税等調整額2,098百万円が増益要因となっ

たことにより、当期純利益は1,420百万円（前期比4.2％減）となりました。
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当連結会計年度の事業別の売上高内訳は下記に示したとおりであります。
 

事業別売上高

事 業 区 別 売 上 高 売 上 構 成 比 率

ダイカスト事業 日 本 65,114百万円 62.7％

ダイカスト事業 北 米 18,761 18.1

ダイカスト事業 ア ジ ア 13,723 13.2

ア ル ミ ニ ウ ム 事 業 3,744 3.6

完 成 品 事 業 2,455 2.4

ダイカスト事業　日本

国内では、主要販売先である国内自動車メーカーにおいて、上期は東日本大震災の影響に

より大幅に自動車生産が減少しましたが、下期はタイの洪水被害による影響があったものの

東日本大震災からの回復、エコカー補助金の復活による国内市場活性化効果等により増産と

なりました。当社においても、それらの影響を受けた受注で推移したことにより、売上高は

65,114百万円（前期比0.8％減）となりました。収益面においては、上期の受注減少等によ

る減益の影響が大きく、セグメントの利益は1,463百万円（前期比24.1％減）となりました。

ダイカスト事業　北米

北米では、東日本大震災の影響で減少した主要顧客からの受注も上期後半より回復し、メ

キシコでの受注も増加したことから、売上高は18,761百万円（前期比17.1％増）となりまし

た。収益面においては、メキシコでの受注増への生産対応の遅れを挽回するための費用が発

生したこと等により、セグメントの利益は314百万円（前期比69.4％減）となりました。

ダイカスト事業　アジア

中国では、一時的に東日本大震災の影響により受注が減少したものの、引き続き旺盛な自

動車販売状況の下、夏季以降の受注は回復し増加いたしました。インドでは、ガソリン高に

よる自動車販売低迷や一部顧客の減産の影響があったものの、新規製品の立ち上がりにより

受注が増加し、アジアでの売上高は13,723百万円（前期比17.6％増）となりました。収益面

においては、中国での東日本大震災による急激な売上減少の影響、育成過程にあるインドの

先行投資の影響等により、セグメントの損失は504百万円（前期はセグメントの利益723百万

円）となりました。
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アルミニウム事業

アルミニウム事業においては、受注量は東日本大震災の影響による上期の減少分を下期に

挽回することができたことにより、売上高は3,744百万円（前期比6.3％増）となりました。

収益面においては、原価低減活動による一定の効果が得られたものの、円高等による市況販

売価格の低迷もあってセグメントの損失は42百万円（前期はセグメントの損失13百万円）と

なりました。

完成品事業

完成品事業においては、主要販売先である半導体関連企業の新築・リニューアル物件の受

注増や通信会社のデータセンター向け物件等の受注増により、売上高は2,455百万円（前期

比12.3％増）となりました。収益面においては、競争激化に伴う販売価格の低下により、セ

グメントの利益は72百万円（前期比14.3％減）となりました。

② 設備投資の状況

当連結会計年度に実施した設備投資（金型を除く）の総額は14,088百万円であります。

ダイカスト事業における設備投資の総額は14,081百万円であり、その主なものは生産設備

であります。

イ．当連結会計年度中に完成した主要設備

ダイカスト事業 日本 株式会社アーレスティ 生産設備の新設

ダイカスト事業 日本 株式会社アーレスティ栃木 生産設備の増設

ダイカスト事業 北米 アーレスティメヒカーナS.A. de C.V. 生産設備の増設

ダイカスト事業 アジア 広州阿雷斯提汽車配件有限公司 生産設備の増設

ダイカスト事業 アジア アーレスティインディアプライベートリミテッド 生産設備の増設

ダイカスト事業 アジア 合肥阿雷斯提汽車配件有限公司 生産設備の増設

ロ．当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却、撤去、滅失

該当事項はありません。

（注）平成24年３月30日にダイカスト事業 日本　当社の東海工場浜松の建物及び土地

の不動産売買契約を締結し、平成25年８月31日に売却する予定であります。

③ 資金調達の状況

当連結会計年度中の設備投資等に対する資金調達は、主として主要金融機関からの借入金

と自己資金によって行いました。
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(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

区 分
第88期

(平成20年度)
第89期

(平成21年度)
第90期

(平成22年度)

第91期
(当連結会計年度)
(平成23年度)

売 上 高 (百万円) 104,843 75,777 99,022 103,800

経 常 利 益 又 は 経 常 損 失 （ △ ）(百万円) △4,265 564 3,557 888

当期純利益又は当期純損失（△）(百万円) △6,772 △59 1,481 1,420

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 金 額 又 は
１株当たり当期純損失金額（△）

(円) △313.83 △2.77 68.80 65.87

総 資 産 (百万円) 86,560 87,977 93,799 105,208

純 資 産 (百万円) 34,175 35,249 34,407 35,414

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円) 1,583.83 1,633.33 1,593.63 1,639.10

（注）１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）は期中平均発行済株式の総数により、ま

た、１株当たり純資産額は期末発行済株式の総数により算出しております。なお、発行済株式の総数につ

いては自己株式を除いております。

(3) 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主要な事業内容

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 栃 木 300百万円 100.0％ アルミダイカスト製造業

広 州 阿 雷 斯 提 汽 車 配 件 有 限 公 司 543,326千中国元 100.0 アルミダイカスト製造業

ア ー レ ス テ ィ ウ イ ル ミ ン ト ン C O R P . 33,600千米ﾄﾞﾙ 100.0 アルミダイカスト製造業

アーレスティメヒカーナS.A. de C.V. 1,035百万ﾍﾟｿ 100.0 アルミダイカスト製造業

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ プ リ テ ッ ク 100百万円 100.0 軽金属加工業

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 山 形 151百万円 100.0 アルミダイカスト製造業

株式会社アーレスティダイモールド浜松 266百万円 100.0 精密金型製造業

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 熊 本 150百万円 100.0 アルミダイカスト製造業

株式会社アーレスティテクノサービス 15百万円 100.0 機械器具製造業
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(4) 対処すべき課題

当社の主要事業であるダイカスト事業においては、中長期的には新興国を中心とした自動車

需要の増加、先進国における需要回復、軽量化によるアルミダイカスト採用増によりグローバ

ルでのダイカスト需要は拡大していくものと見込まれます。一方、国内においては、少子高齢

化などに伴う国内自動車販売の減少、為替リスク回避などに伴う海外自動車生産の増加などに

より、国内ダイカスト需要は横ばいまたは縮小するものと予想されます。アルミニウム事業に

おいてもその主な需要先がダイカスト事業と同一業界であることから同様に推移するものと見

込まれます。完成品事業においては、国内での大幅な需要増は期待できないものの、海外にお

ける需要増が見込まれます。

このような環境下において、当社グループの長期的な経営の方向性を示した「10年ビジョ

ン」をベースとしつつ、グローバル需要拡大に対応すべく中国・メキシコを中心とした海外ダ

イカスト事業の拡大、国内需要の縮小を見据えた効率的な生産体制の確立を進めると共に、更

なる飛躍に向けて品質を中心とした基盤強化の方針を「1012 ３ヵ年アーレスティ方針」とし

て掲げ、経営資源を最大限に活用し、全従業員が積極的に活動し計画達成を目指して全力で取

り組んでおります。

① ものづくりの品質基盤強化

お客様の信頼と期待に応える品質の製品を提供するため、設計から出荷までの各工程におい

て、不良を作らない・流さないための管理技術・固有技術を高める施策、サイクルタイム短縮

の施策等を展開し、品質システムの向上、顧客満足度の向上、生産性の向上を目指し、すべて

のプロセスでものづくりの基盤強化を進めております。

② プロフェッショナル人財の育成

グローバルでの競争激化が予想される厳しい環境下において、社員一人ひとりがプロとして

アーレスティウェイを実践し企業成長を支える人材に成長できる環境づくりと品質教育を始め

とした能力クラス別専門教育、マネジメント・エキスパートの育成などの施策を進めておりま

す。

③ グローバル経営システムの構築と展開と周知

グローバル化が進む中で、効率の良い組織と機能の実現のため、グローバル標準の整備を中

心に経営・営業・製造機能の基盤強化の施策を進めております。

④ リスクマネジメント

事業継続マネジメントの構築と地震等の主要リスクに対する事業継続計画の策定・推進を進

めております。
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(5) 主要な事業内容（平成24年３月31日現在）

事 業 区 分 事 業 内 容

ダ イ カ ス ト 事 業
アルミニウム合金を主材料とするダイカスト製品、金型の製造・販売をし
ております。ダイカスト製品は、自動車部品、汎用エンジン部品、産業用
機械部品等であります。

ア ル ミ ニ ウ ム 事 業 アルミニウムの合金地金の製造・販売をしております。

完 成 品 事 業 建築用床材料等の製造・販売をしております。
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(6) 主要な営業所及び工場（平成24年３月31日現在）

① 当社の主要な事業所

本 社 東京都中野区

工 場

東松山工場（埼玉県比企郡滑川町）
熊谷工場（埼玉県熊谷市）
東海工場浜松（静岡県浜松市中区）
東海工場豊橋（愛知県豊橋市）

テ ク ニ カ ル セ ン タ ー 愛知県豊橋市

営 業 所

栃木営業所（栃木県下都賀郡壬生町）
関東営業所（東京都中野区）
厚木営業所（神奈川県厚木市）
浜松営業所（静岡県浜松市中区）
名古屋営業所（愛知県安城市）
関西営業所（大阪府吹田市）
大阪営業所（大阪府吹田市）
熊本営業所（熊本県宇城市）

② 主要な子会社の事業所

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 栃 木 栃木県下都賀郡壬生町

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 熊 本 熊本県宇城市

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 山 形 山形県西置賜郡白鷹町

ア ー レ ス テ ィ ウ イ ル ミ ン ト ン C O R P . 米国オハイオ州

ア ー レ ス テ ィ メ ヒ カ ー ナ S . A .  d e  C . V . メキシコ合衆国サカテカス州

広 州 阿 雷 斯 提 汽 車 配 件 有 限 公 司 中華人民共和国広東省

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ ダ イ モ ー ル ド 浜 松 静岡県浜松市西区

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ プ リ テ ッ ク 静岡県浜松市中区

株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ テ ク ノ サ ー ビ ス 静岡県浜松市浜北区
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(7) 使用人の状況（平成24年３月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況

事業部門 使用人数 前連結会計年度末比増減

ダイカスト事業　日本 2,192名 156名増

ダイカスト事業　北米 1,619名 80名増

ダイカスト事業　アジア 2,119名 306名増

アルミニウム事業 51名 －

完成品事業 29名 －

全社（共通） 81名 122名減

合計 6,091名 420名増

（注）１．使用人数には、パートタイマー及びアルバイトは含んでおりません。

２．技術本部を廃止し、技術部を製造本部に移設する組織変更により全社（共通）の使用人数が123名減少

し、ダイカスト事業　日本の使用人数が同数増加しております。

② 当社の使用人の状況

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤務年数

984名 18名減 39.3歳 13.0年

（注）使用人数には、当社から社外への出向者（159名）を除き、社外から当社への出向者（33名）を含めており

ます。

なお、使用人数には、パートタイマー及びアルバイトは含んでおりません。

(8) 主要な借入先の状況（平成24年３月31日現在）

借 入 先 借 入 残 高

株 式 会 社 み ず ほ コ ー ポ レ ー ト 銀 行 13,338百万円

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 11,500

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 信 託 銀 行 株 式 会 社 1,675

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,632

株 式 会 社 静 岡 銀 行 1,330

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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２．会社の現況
(1) 株式の状況（平成24年３月31日現在）

① 発行可能株式総数 60,000,000株 

② 発行済株式の総数 21,778,220株（うち自己株式213,776株）

③ 株主数 4,618名 

④ 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 （ 千 株 ） 持 株 比 率 （ ％ ）

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 ㈱ （ 信 託 口 ９ ）

1,032 4.7

高 橋 新 915 4.2

㈱ 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 765 3.5

モ ル ガ ン ス タ ン レ ー ア ン ド
カ ン パ ニ ー エ ル エ ル シ ー

738 3.4

本 田 技 研 工 業 ㈱ 672 3.1

日 本 軽 金 属 ㈱ 657 3.0

H S B C  P R I V A T E  B A N K  ( S U I S S E )  S A
H O N G  K O N G  B R A N C H  -  C L I E N T  A C C O U N T

647 3.0

ザ バ ン ク オ ブ ニ ュ ー ヨ ー ク
ジ ャ ス デ ィ ッ ク ノ ン ト リ ー テ ィ ー
ア カ ウ ン ト

592 2.7

ア ー レ ス テ ィ 取 引 先 持 株 会 579 2.6

ス ズ キ ㈱ 565 2.6

計 7,169 33.2

（注）１．株式数は千株未満を切り捨てて表示してあります。

２．持株比率は自己株式（213,776株）を控除して計算しております。

また、小数点第１位未満を切り捨てて表示してあります。
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(2) 新株予約権等の状況

当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況
（平成24年3月31日現在）

発 行 決 議 日 平成18年11月15日 平成19年７月26日 平成20年７月25日

新 株 予 約 権 の 数 48個 70個 172個

新 株 予 約 権 の 目 的 と
な る 株 式 の 種 類 と 数

普通株式 4,800株

（新株予約権１個につき100株）

普通株式 7,000株

（新株予約権１個につき100株）

普通株式 17,200株

（新株予約権１個につき100株）

新株予約権の払込金額 無償 無償 無償

新株予約権の行使に際して

出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個あたり100円

（１株あたり１円）

新株予約権１個あたり100円

（１株あたり１円）

新株予約権１個あたり100円

（１株あたり１円）

権 利 行 使 期 間
平成18年12月１日から
平成48年11月30日まで

平成19年８月11日から
平成49年８月10日まで

平成20年８月19日から
平成50年８月18日まで

行使の条件 注１ 注２ 注３

役

員

の

保

有

状

況

取締役

（社外取締役を除く）

新株予約権の数 42個 新株予約権の数 61個 新株予約権の数 132個

目的となる株式数 4,200株 目的となる株式数 6,100株 目的となる株式数 13,200株

保有者数 ２名 保有者数 ２名 保有者数 ２名

監査役

（社外監査役を除く）

新株予約権の数 ６個 新株予約権の数 ９個 新株予約権の数 40個

目的となる株式数 600株 目的となる株式数 900株 目的となる株式数 4,000株

保有者数 １名 保有者数 １名 保有者数 ２名

発 行 決 議 日 平成21年７月24日 平成22年７月12日 平成23年７月20日

新 株 予 約 権 の 数 169個 176個 240個

新 株 予 約 権 の 目 的 と
な る 株 式 の 種 類 と 数

普通株式 16,900株

（新株予約権１個につき100株）

普通株式 17,600株

（新株予約権１個につき100株）

普通株式 24,000株

（新株予約権１個につき100株）

新株予約権の払込金額 無償 無償 無償

新株予約権の行使に際して

出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個あたり100円

（１株あたり１円）

新株予約権１個あたり100円

（１株あたり１円）

新株予約権１個あたり100円

（１株あたり１円）

権 利 行 使 期 間
平成21年８月18日から
平成51年８月17日まで

平成22年７月29日から
平成52年７月28日まで

平成23年８月９日から
平成53年８月８日まで

行使の条件 注４ 注５ 注６

役

員

の

保

有

状

況

取締役

（社外取締役を除く）

新株予約権の数 129個 新株予約権の数 136個 新株予約権の数 200個

目的となる株式数 12,900株 目的となる株式数 13,600株 目的となる株式数 20,000株

保有者数 ２名 保有者数 ３名 保有者数 ４名

監査役

（社外監査役を除く）

新株予約権の数 40個 新株予約権の数 40個 新株予約権の数 40個

目的となる株式数 4,000株 目的となる株式数 4,000株 目的となる株式数 4,000株

保有者数 ２名 保有者数 ２名 保有者数 ２名
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注１：(1) 新株予約権者は、平成18年12月１日から平成48年11月30日までの期間内において、当社の取締役及び監

査役のいずれの地位も喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10日を経過する日

までの間に限り、新株予約権を行使することができる。

(2) 上記(1)に関わらず、新株予約権者は、以下の①又は②に定める場合（ただし、②については、新株予

約権者に会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社の新株予約権が交付される場合

を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り新株予約権を行使できるものとする。

① 新株予約権者が平成47年11月30日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成47年12月１日から平成48年11月30日まで

② 当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株

式移転計画承認の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社

の取締役会決議がなされた場合）

当該承認日の翌日から15日間

(3) 新株予約権者は、新株予約権の全部を一括して行使しなければならない。

(4) 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとす

る。

(5) その他の条件については、取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権

割当契約書」の定めるところによる。

注２：(1) 新株予約権者は、平成19年８月11日から平成49年８月10日までの期間内において、当社の取締役及び監

査役のいずれの地位も喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10日を経過する日

までの間に限り、新株予約権を行使することができる。

(2) 上記(1)に関わらず、新株予約権者は、以下の①又は②に定める場合（ただし、②については、新株予

約権者に会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社の新株予約権が交付される場合

を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り新株予約権を行使できるものとする。

① 新株予約権者が平成48年８月10日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成48年８月11日から平成49年８月10日まで

② 前記注１の(2)②に同じ

(3) 前記注１の(3)に同じ

(4) 前記注１の(4)に同じ

(5) 前記注１の(5)に同じ
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注３：(1) 新株予約権者は、平成20年８月19日から平成50年８月18日までの期間内において、当社の取締役及び監

査役のいずれの地位も喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10日を経過する日

までの間に限り、新株予約権を行使することができる。

(2) 上記(1)に関わらず、新株予約権者は、以下の①又は②に定める場合（ただし、②については、新株予

約権者に会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社の新株予約権が交付される場合

を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り新株予約権を行使できるものとする。

① 新株予約権者が平成49年８月18日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成49年８月19日から平成50年８月18日まで

② 前記注１の(2)②に同じ

(3) 前記注１の(3)に同じ

(4) 前記注１の(4)に同じ

(5) 前記注１の(5)に同じ

注４：(1) 新株予約権者は、平成21年８月18日から平成51年８月17日までの期間内において、当社の取締役及び監

査役のいずれの地位も喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10日を経過する日

までの間に限り、新株予約権を行使することができる。

(2) 上記(1)に関わらず、新株予約権者は、以下の①又は②に定める場合（ただし、②については、新株予

約権者に会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社の新株予約権が交付される場合

を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り新株予約権を行使できるものとする。

① 新株予約権者が平成50年８月17日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成50年８月18日から平成51年８月17日まで

② 前記注１の(2)②に同じ

(3) 前記注１の(3)に同じ

(4) 前記注１の(4)に同じ

(5) 前記注１の(5)に同じ
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注５：(1) 新株予約権者は、平成22年７月29日から平成52年７月28日までの期間内において、当社の取締役及び監

査役のいずれの地位も喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10日を経過する日

までの間に限り、新株予約権を行使することができる。

(2) 上記(1)に関わらず、新株予約権者は、以下の①又は②に定める場合（ただし、②については、新株予

約権者に会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社の新株予約権が交付される場合

を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り新株予約権を行使できるものとする。

① 新株予約権者が平成51年７月28日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成51年７月29日から平成52年７月28日まで

② 前記注１の(2)②に同じ

(3) 前記注１の(3)に同じ

(4) 前記注１の(4)に同じ

(5) 前記注１の(5)に同じ

注６：(1) 新株予約権者は、平成23年８月９日から平成53年８月８日までの期間内において、当社の取締役及び監

査役のいずれの地位も喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10日を経過する日

までの間に限り、新株予約権を行使することができる。

(2) 上記(1)に関わらず、新株予約権者は、以下の①又は②に定める場合（ただし、②については、新株予

約権者に会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社の新株予約権が交付される場合

を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り新株予約権を行使できるものとする。

① 新株予約権者が平成52年８月８日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成52年８月９日から平成53年８月８日まで

② 前記注１の(2)②に同じ

(3) 前記注１の(3)に同じ

(4) 前記注１の(4)に同じ

(5) 前記注１の(5)に同じ
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(3) 会社役員の状況

① 取締役及び監査役の状況（平成24年３月31日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 高 　 橋 　 　 　 新 最高執行責任者

取 締 役 古 　 屋 　 　 　 茂
専務執行役員
管理本部長

取 締 役 石 　 丸 　 　 　 博
専務執行役員
品質保証本部長

取 締 役 野 　 中 　 賢 　 一
専務執行役員
製造本部長

取 締 役 宮 　 内 　 忠 　 一 日本軽金属㈱取締役専務執行役員

常 勤 監 査 役 熊 　 木 　 　 　 勉 　

常 勤 監 査 役 見 　 目 　 康 　 夫 　

監 査 役 早 乙 女 　 唯 　 夫 　

監 査 役 志 　 藤 　 昭 　 彦

㈱ヨロズ代表取締役会長
㈱ヨロズ栃木代表取締役会長
㈱ヨロズ大分代表取締役会長
㈱ヨロズ愛知代表取締役会長
㈱庄内ヨロズ代表取締役会長
㈱ヨロズエンジニアリング代表取締役会長
㈱ヨロズサービス代表取締役会長
Yorozu JBM Automotive Tamil Nadu
Private Limited代表取締役会長

（注）１．取締役宮内忠一氏は、社外取締役であります。

２．監査役早乙女唯夫氏及び志藤昭彦氏は、社外監査役であります。

３．当社では、意思決定・監督と執行の分離による取締役会の活性化のため執行役員制度を導入しておりま

す。執行役員は14名で構成され、うち４名が取締役兼任であります。

４．常勤監査役熊木勉氏及び監査役早乙女唯夫氏は、以下のとおり財務及び会計に関する相当程度の知見を

有しております。

・常勤監査役熊木勉氏は、当社の経理部署に昭和46年４月から平成８年７月まで在籍し、通算25年にわた

り決算手続並びに財務諸表の作成等に従事しておりました。

・監査役早乙女唯夫氏は、税理士の資格を有しております。

５．当社は、取締役宮内忠一氏、監査役早乙女唯夫氏、監査役志藤昭彦氏を東京証券取引所の定めに基づく

独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
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② 取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 員 数 報 酬 等 の 額

取 締 役
（ う  ち  社  外  取  締  役 ）

７名
(１)

129百万円
(４)

監 査 役
（ う  ち  社  外  監  査  役 ）

４名
(２)

44百万円
(10)

合 計 11名 173百万円

（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

２．取締役の報酬限度額は、平成18年６月23日開催の第85回定時株主総会において年額200百万円以内（た

だし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。

３．監査役の報酬限度額は、平成18年６月23日開催の第85回定時株主総会において年額60百万円以内と決議

いただいております。

４．上記の報酬等の額には、以下のものも含まれております。

・当事業年度における役員賞与引当金の繰入額　10百万円

取 締 役 ５ 名 ９百万円 （うち社外取締役１名　０百万円）

監 査 役 ４ 名 ０百万円 （うち社外監査役２名　０百万円）

・ストックオプションによる報酬額　９百万円

取 締 役 ４ 名 ８百万円

監 査 役 ２ 名 １百万円

５．当事業年度に支払った役員退職慰労金

当社は、平成17年６月24日開催の第84回定時株主総会終結の時をもって取締役及び監査役の役員退職

慰労金制度を廃止し、同株主総会終結後引き続いて在任する取締役及び監査役に対しては、役員退職慰

労金制度廃止までの在任期間に対応する役員退職慰労金を各氏の退任時に贈呈することを決議いたして

おります。

これに基づき、第90回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役２名に対し19百万円の役員退職

慰労金を支給しております。

③ 社外役員に関する事項

イ．他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役宮内忠一氏は、日本軽金属㈱の取締役専務執行役員を兼務しております。なお、当

社は日本軽金属㈱との間には特別の関係はありません。

・監査役志藤昭彦氏は、㈱ヨロズ、㈱ヨロズ栃木、㈱ヨロズ大分、㈱ヨロズ愛知、㈱庄内ヨ

ロズ、㈱ヨロズエンジニアリング、㈱ヨロズサービス、Yorozu JBM Automotive Tamil

Nadu Private Limitedの代表取締役会長を兼務しております。なお、当社と上記８社との

間には特別の関係はありません。
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ロ．他の法人等の社外役員等としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・該当事項はありません。

ハ．当事業年度における主な活動状況

・取締役会及び監査役会への出席状況

 
取 締 役 会 （ 1 4 回 開 催 ） 監 査 役 会 （ 1 3 回 開 催 ）

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率

取 締 役 宮 内 忠 一 11回 78.5％ － －

監 査 役 早 乙 女 　 唯 　 夫 14 100.0 13回 100.0％

監 査 役 志 藤 昭 彦 14 100.0 12 92.3

・取締役会及び監査役会における発言状況

取締役宮内忠一氏は、豊富な経験から意見を述べるなど、取締役会の意思決定の妥当性・

適正性を確保するための助言・提言を行っております。

監査役早乙女唯夫氏は、税理士としての経験から必要に応じ専門的な見地から経理などに

ついて発言をしております。

監査役志藤昭彦氏は、豊富な経験や見識から企業経営の健全性、コーポレートガバナンス

等について発言をしております。

ニ．責任限定契約の内容の概要

当社と社外取締役並びに各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、取締役宮内忠一氏は400万円又は法令が定め

る額のいずれか高い額、監査役早乙女唯夫氏と監査役志藤昭彦氏は400万円又は法令が定め

る額のいずれか高い額としております。
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(4) 会計監査人の状況

① 名称 有限責任監査法人トーマツ
　

② 報酬等の額

 支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 65百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 70百万円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報
酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれ
らの合計額を記載しております。

　
③ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合
は、監査役会の同意を得たうえで、又は、監査役会の請求に基づいて、会計監査人の解任又は
不再任を株主総会の会議の目的とすることといたします。
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場

合は、監査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任いたします。この場合、監査
役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任
した旨と解任の理由を報告いたします。

 

④ 責任限定契約の内容の概要
当社と会計監査人有限責任監査法人トーマツは、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法

第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償
責任の限度額は法令が規定する額であります。

 

⑤ 子会社の会計監査人の状況
当社の海外子会社は、当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査法人（外国におけるこれ

らの資格に相当する資格を有する者を含む。）の監査を受けております。
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(5) 業務の適正を確保するための体制
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の

適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。
１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
① 当社は、取締役、従業員を含めた行動規範として「コンプライアンス基本方針」、「コン

プライアンス規程」及び「アーレスティグループ行動規範」を定め、取締役は自らの率先
垂範と従業員への周知徹底を図る。

② 社長を委員長とするコンプライアンス委員会が、コンプライアンス体制の整備・維持・向
上を統括するとともに、コンプライアンス委員会事務局をヒューマンリソース部に設置し、
当社グループ全体のコンプライアンス体制の構築・運用を推進する。

③ 取締役管理本部長を責任者、経理部、経営企画部及びヒューマンリソース部を推進部署と
して、当社グループ全体の内部統制システムを構築・運用し、執行部門から独立した内部
監査室による内部統制監査により、内部統制システムの有効性及び適法性を確保する。

④ 法令違反その他のコンプライアンス違反行為に関する社内通報システムを整備し、「コン
プライアンス通報要領」に基づきその運用を行う。

⑤ 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対しては、毅然とした態度
をもって対応し、不当な要求や取引の要請等は断固として排除する。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務執行に係る情報については、AS（Ahresty Standard）に規定する「情報管理

規程」・「機密情報管理規程」・「ITシステム管理規程」等に基づき、その定められた期間
及び保存媒体に応じて適切かつ確実に閲覧可能な状態で保存・管理する。

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 資金管理、資産活用、個別取引、事故・災害、その他企業活動全般に係る個々のリスクに

ついて、認識・識別、分析・評価を行い、既存の個別リスクに対応した「与信管理規程」
等のほかに総括的な「リスク管理規程」を定め、カテゴリーごとの管理責任者を決定し、
同規程に従いリスク管理体制を構築・運用する。

② 不測の事態を想定した「緊急事態対応要領」を定め、不測の事態が発生した場合には、同
要領に基づき、社長を本部長とする対策本部及び状況に応じた下部組織を設置し、迅速な
対応を行い、損害を極小化する体制を構築・運用する。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 取締役会を月１回開催することを原則とし、その他必要に応じて随時開催して取締役相互

に業務執行を監督するとともに取締役間の意思疎通を図り、職務の執行が効率的に行われ
ることを確保する体制の基礎とする。

② 取締役会の決定に基づく業務執行のうち部門に横断する重要な業務執行については、執行
役員によって構成し原則として月２回開催される経営会議において審議を行い、その審議
を経て執行している。

③ 取締役会の決定に基づく業務執行については、「業務分掌規程」及び「職位・職務権限規
程」において、それぞれの責任者及びその責任、執行手続の詳細について定めている。
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５．株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するため
の体制

① 経営管理については、「グループ管理基本方針」及び「関係会社管理規程」に従い、当社
への決裁・報告制度による子会社経営の管理を行うものとし、月１回開催される工場長会
議のほか、必要に応じてモニタリングを行う。

② グループ会社における業務の適正を確保するため、グループ企業全てに適用する行動指針
として、「コンプライアンス基本方針」、「アーレスティグループ行動規範」をグループ
全体に適用し、これを基礎として、グループ各社が諸規程を制定・改定する。
子会社が、当社からの経営管理、経営指導内容が法令に違反し、その他、コンプライアン
ス上問題があると認めた場合には、内部監査室またはコンプライアンス委員会に報告する。

③ 内部監査室は、「内部（会計・業務）監査規程」に基づきグループ会社の業務監査、内部
統制システムの有効性についても評価を行う。

６．監査役の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の取締役からの独立性に関する
事項
監査役がその職務を補助すべき使用人を求めた場合、監査役補助者を置く。なお、監査役

補助者の任命、解任、人事異動、評価等は、監査役と協議のうえ取締役会が決定することと
し、監査役補助者の取締役からの独立性を確保する。

７．取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制及
び監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 取締役及び使用人は、監査役が出席する経営会議、工場長会議等の業務執行または業績に
関する会議において、「経営会議規程」、「工場長会議規程」等に基づき業務または業績
に影響を与える重要な事項を報告する。前記に関わらず、監査役はいつでも必要に応じて、
取締役及び使用人に対して報告を求めることができる。

② 内部監査室は、「内部（会計・業務）監査規程」に基づき監査役と調整して内部監査計画
を立て、内部監査の結果は監査役に都度報告する。

③ 「コンプライアンス通報要領」に基づき、社内通報システムの適切な運用を維持すること
により、法令違反その他のコンプライアンス上の問題について監査役への適切な報告体制
を確保する。

④ 監査役は、取締役及び使用人の職務の執行状況を監査役会の定める監査方針及び分担に従
って監査するとともに、会計監査人及び内部監査室と情報交換を密にし、連携して監査が
実効的に行われることを確保する。

８．財務報告の信頼性を確保するための体制
当社及びグループ会社は財務報告の信頼性を確保するため、財務報告に係る内部統制が有

効に行われる体制を構築・運用する。
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(6) 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、継続的な企業価値の増大が最も重要な株主還元と位置づけております。利益配分につ

きましては、中長期的な事業発展のための財務体質と経営基盤の強化を図ることを考慮しつつ、
適正な利益還元を行うことを基本方針とし、中長期の企業成長に必要な投資額及び配当性向を勘
案したうえで、連結業績の動向も十分考慮した配当を行ってまいります。
また、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としており、剰余金

の配当の決定機関は取締役会であります。
当事業年度の配当につきましては、上記方針に基づき１株当たり６円の配当（うち中間配当は

３円）を実施することを決定いたしました。
当社は、会社法第454条第５項に規定する中間配当（基準日９月30日）をすることができる旨

及び会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うこと
ができる旨を定款に定めております。これは、剰余金の配当等を取締役会の権限とすることによ
り、株主への機動的な利益還元を行うことを目的とするものであります。
なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。

決議年月日
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

平成23年11月９日
取締役会決議

64 3

平成24年５月14日
取締役会決議

64 3

　

(7) 会社の支配に関する基本方針
当社としては会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は重要

な事項と認識しており、継続的に検討をしてまいります。
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成24年３月31日現在）
（単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

44,486

7,358

24,541

2,153

3,826

2,657

2,138

1,811

△1

60,721

54,135

10,433

25,228

3,974

5,716

35

8,747

901

5,685

5,150

255

280

△1

流 動 負 債 42,166

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 18,653

短 期 借 入 金 4,541

１年内返済予定の長期借入金 9,133

未 払 法 人 税 等 273

賞 与 引 当 金 1,092

役 員 賞 与 引 当 金 12

製 品 保 証 引 当 金 448

災 害 損 失 引 当 金 104

そ の 他 7,906

固 定 負 債 27,627

長 期 借 入 金 19,674

繰 延 税 金 負 債 3,039

退 職 給 付 引 当 金 3,790

事 業 構 造 改 善 引 当 金 482

そ の 他 641

負 債 合 計 69,794

純 資 産 の 部

株 主 資 本 39,397

資 本 金 5,117

資 本 剰 余 金 8,359

利 益 剰 余 金 26,240

自 己 株 式 △320

その他の包括利益累計額 △4,050

その他有価証券評価差額金 1,846

為 替 換 算 調 整 勘 定 △5,897

新 株 予 約 権 67

純 資 産 合 計 35,414

資 産 合 計 105,208 負 債 純 資 産 合 計 105,208
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連 結 損 益 計 算 書

（平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで）

 （単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高  103,800

売 上 原 価  92,726

売 上 総 利 益  11,074

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  9,707

営 業 利 益  1,366

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 41  

受 取 配 当 金 101  

ス ク ラ ッ プ 売 却 益 65  

負 の の れ ん 償 却 額 54  

そ の 他 176 439

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 652  

為 替 差 損 187  

そ の 他 76 917

経 常 利 益  888

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 24 24

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 売 却 損 113  

退 職 給 付 制 度 改 定 損 22  

製 品 保 証 費 用 471  

災 害 に よ る 損 失 198  

そ の 他 59 864

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益  48

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 727  

法 人 税 等 調 整 額 △2,098 △1,371

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益  1,420

当 期 純 利 益  1,420
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連結株主資本等変動計算書

（平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで）

（単位：百万円）
   

株主資本         

資本金         
当期首残高 5,117    
当期変動額         

当期変動額合計 －    
当期末残高 5,117    

資本剰余金         
当期首残高 8,363    
当期変動額         

自己株式の処分 △4    
当期変動額合計 △4    

当期末残高 8,359    
利益剰余金         

当期首残高 24,943    
当期変動額         

剰余金の配当 △193    
当期純利益 1,420    
連結範囲の変動 81    
自己株式の処分 △10    
当期変動額合計 1,296    

当期末残高 26,240    
自己株式         

当期首残高 △358    
当期変動額         

自己株式の取得 △0    
自己株式の処分 37    
当期変動額合計 37    

当期末残高 △320    
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（単位：百万円）
   

株主資本合計         
当期首残高 38,066    
当期変動額         

剰余金の配当 △193    
当期純利益 1,420    
連結範囲の変動 81    
自己株式の取得 △0    
自己株式の処分 23    
当期変動額合計 1,330    

当期末残高 39,397    
その他の包括利益累計額         

その他有価証券評価差額金         
当期首残高 1,680    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 166    
当期変動額合計 166    

当期末残高 1,846    
繰延ヘッジ損益         

当期首残高 △16    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16    
当期変動額合計 16    

当期末残高 －    
為替換算調整勘定         

当期首残高 △5,404    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △493    
当期変動額合計 △493    

当期末残高 △5,897    
その他の包括利益累計額合計         

当期首残高 △3,740    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △310    
当期変動額合計 △310    

当期末残高 △4,050    
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（単位：百万円）
   

新株予約権         
当期首残高 81    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △13    
当期変動額合計 △13    

当期末残高 67    
純資産合計         

当期首残高 34,407    
当期変動額         

剰余金の配当 △193    
当期純利益 1,420    
連結範囲の変動 81    
自己株式の取得 △0    
自己株式の処分　 23    
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △323    
当期変動額合計 1,006    

当期末残高 35,414    
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連結注記表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

(1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況

・連結子会社の数 15社

・連結子会社の名称 連結子会社は㈱アーレスティ栃木、㈱アーレスティ熊本、アーレスティ

ウイルミントンCORP.、㈱アーレスティ山形、㈱アーレスティダイモールド

浜松、㈱アーレスティダイモールド栃木、㈱アーレスティダイモールド熊

本、タイアーレスティダイCO.,LTD．、㈱アーレスティテクノサービス、広

州阿雷斯提汽車配件有限公司、㈱アーレスティプリテック、アーレスティ

メヒカーナS.A. de C.V.、アーレスティインディアプライベートリミテッ

ド、合肥阿雷斯提汽車配件有限公司、阿雷斯提精密模具（広州）有限公司

であります。

② 非連結子会社の状況

・非連結子会社の名称 タイアーレスティエンジニアリングCO.,LTD．

・連結の範囲から除いた理由 総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分

に見合う額）等が、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼさないので

連結の範囲から除いております。

(2) 持分法の適用に関する事項

① 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

持分法を適用した非連結子会社はありません。

また、関連会社は存在しないため該当ありません。

② 持分法を適用していない非連結子会社または関連会社の状況

非連結子会社であるタイアーレスティエンジニアリングCO.,LTD．に対する投資については、当期純損益（持

分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性が

ないため持分法を適用しておりません。

(3) 連結の範囲及び持分法の適用の範囲の変更に関する事項

連結の範囲の変更

阿雷斯提精密模具（広州）有限公司は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。
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(4) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち㈱アーレスティテクノサービス、㈱アーレスティダイモールド浜松、㈱アーレスティダイ

モールド栃木、㈱アーレスティダイモールド熊本、タイアーレスティダイCO.,LTD．、広州阿雷斯提汽車配件有

限公司、㈱アーレスティプリテック、アーレスティメヒカーナS.A. de C.V.、合肥阿雷斯提汽車配件有限公司、

阿雷斯提精密模具（広州）有限公司の決算日は12月31日であります。

連結計算書類の作成に当たっては、同決算日現在の財務諸表を使用しております。ただし、連結決算日まで

の期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

(5) 会計処理基準に関する事項

① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．その他有価証券  

・時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算定）

・時価のないもの 移動平均法による原価法

ロ．デリバティブ 時価法

ハ．たな卸資産の評価基準及び

評価方法

当社及び一部の連結子会社は主として総平均法に基づく原価法（貸借対

照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）により評

価しており、一部の連結子会社は先入先出法に基づく低価法により評価し

ております。

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産（リース資産を

除く）

当社及び国内連結子会社…定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

については、定額法を採用しております。

主たる海外連結子会社…定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ２～50年
機械装置及び運搬具 ２～15年
工具器具備品 ２～20年

ロ．無形固定資産（リース資産を

除く）

定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用しております。

ハ．リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しており

ます。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始

日が平成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によっております。
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③ 重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 当社及び連結子会社は、従業員に対して支給する賞与の支出に充てるた

め、支給見込額に基づき当連結会計年度負担額を計上しております。

ハ．役員賞与引当金 当社及び国内連結子会社は、役員に対して支給する賞与の支出に充てる

ため、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上しております。

ニ．退職給付引当金 当社及び一部の連結子会社は、従業員の退職給付に備えるため、当連結

会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上して

おります。また、一部の海外連結子会社は、確定拠出型の退職給付制度を

採用しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間内の一定の年数（15年）による定額法により按分した額をそれ

ぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年

数（10年）による定額法により費用処理しております。

（追加情報）

一部の国内連結子会社は、確定拠出年金法の施行に伴い、退職金制度の

一部について確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関

する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

本移行に伴う影響額は、特別損失として22百万円計上しております。

ホ．事業構造改善引当金 当社グループは、当社の旧浜松工場と旧豊橋工場を統合し、旧豊橋工場

を母体とした東海工場への集約を進めております。この国内生産体制再編

に伴い、今後発生が見込まれる費用及び損失について合理的な見積額を計

上しております。
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ヘ．製品保証引当金 将来の無償補修費用の支出に備えるため、個別案件に対する見積額及び

売上高に対する過去の実績率を基準とした見積額を計上しております。

（追加情報）

従来、流動負債の「その他」（前連結会計年度31百万円）に含めて表示

しておりましたが、当連結会計年度におけるクレーム費用の発生を契機と

して引当額に重要性が増したため、当連結会計年度より「製品保証引当金」

として区分掲記しております。

ト．災害損失引当金 平成23年10月に発生したタイにおける大規模洪水で被災した連結子会社

タイアーレスティダイCO.,LTD．の資産の原状回復費用等に備えるため、翌

連結会計年度以降に発生が見込まれる費用のうち、当期に負担すべき費用

を見積り計上しております。

④ 重要な収益及び費用の計上基準

イ．当連結会計年度末までの進捗

部分について成果の確実性が

認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

ロ．その他の工事 工事完成基準

⑤ 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。

なお、海外連結子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用

は、期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上してお

ります。

⑥ 重要なヘッジ会計の方法

イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。

なお、為替予約については振当処理の要件を充たしている場合は振当処

理を、金利スワップについては特例処理の要件を充たしている場合には特

例処理によっております。

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 ａ．ヘッジ手段…金利スワップ取引

ヘッジ対象…変動金利支払の長期借入金

ｂ．ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建債権債務等
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ハ．ヘッジ方針 変動金利支払の長期借入金については、変動金利リスクを回避する目的

で、デリバティブ取引を利用しております。また、為替予約取引は、輸出

入等に係る為替変動のリスクに備えるものであります。なお、ヘッジ取引

については、当社経理部にて内部牽制を保ちつつ、ヘッジ取引の実行管理

を行っております。

ニ．ヘッジの有効性評価の方法 ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段

の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、その変動額の比

率によって有効性を評価しております。ただし、特例処理によっている金

利スワップ取引については有効性の評価を省略しております。

⑦ その他連結計算書類作成のための重要な事項

消費税等の会計処理 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

(6) のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

なお、消去差額が軽微である場合には、発生日を含む連結会計年度において一括償却しております。

２．表示方法の変更に関する注記

（連結貸借対照表）

前連結会計年度まで流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「製品保証引当金」は、金額的重要性

が増したため、当連結会計年度より区分掲記しました。

なお、前連結会計年度の「製品保証引当金」は31百万円です。

３．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

有形固定資産のうち下記資産については、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）460百万円の

担保に供しております。

建物及び構築物 543百万円

土地 2,339百万円

計 2,883百万円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額 93,439百万円
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４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 前連結会計年度末の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 21,778千株 －千株 －千株 21,778千株

(2) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 前連結会計年度末の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 238千株 0千株 25千株 213千株

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

２．普通株式の自己株式の減少25千株は、ストック・オプションの行使による減少であります。

(3) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年５月13日
取締役会決議

普通株式 129 利益剰余金 6 平成23年３月31日 平成23年６月８日

平成23年11月９日
取締役会決議

普通株式 64 利益剰余金 3 平成23年９月30日 平成23年12月５日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌期になるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成24年５月14日
取締役会決議

普通株式 64 利益剰余金 3 平成24年３月31日 平成24年６月７日

(4) 当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項

 
平成18年11月15日
取締役会決議分

平成19年７月26日
取締役会決議分

平成20年７月25日
取締役会決議分

目的となる株式の種類 普通株式 普通株式 普通株式

目的となる株式の数 4,800株 7,000株 17,200株

新株予約権の残高 48個 70個 172個

 
平成21年７月24日
取締役会決議分

平成22年７月12日
取締役会決議分

平成23年７月20日
取締役会決議分

目的となる株式の種類 普通株式 普通株式 普通株式

目的となる株式の数 16,900株 17,600株 24,000株

新株予約権の残高 169個 176個 240個



2012/05/24 21:33:18 ／ 11809456_株式会社アーレスティ_招集通知

連結注記表

－ 33 －

５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調達しております。一時的な

余資は主に流動性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しております。

デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、海外で事業を行う

にあたり生じる外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日です。一部外貨建てのものに

ついては、為替変動リスクに晒されております。

借入金は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであります。このうち一部は、金利の変動リス

クに晒されておりますが、デリバティブ取引（金利スワップ取引）を利用してヘッジしております。

デリバティブ取引は、主に外貨建ての営業債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした

先物為替予約取引、借入金にかかる支払金利の変動リスクに対するヘッジを目的とした金利スワップ取引で

あります。

なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等について

は、前述の連結計算書類作成のための基本となる重要な事項「(5)会計処理基準に関する事項⑥重要なヘッジ

会計の方法」をご参照ください。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスクの管理

当社グループは、営業債権について、営業部門が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引

先相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を

図っております。

デリバティブ取引については、取引相手先を高格付けを有する金融機関に限定しているため信用リスク

はほとんどないと認識しております。

ロ．市場リスクの管理

当社グループは借入金に係る支払金利の変動リスクを抑制するために、金利スワップ取引を利用してお

ります。

デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限及び取引限度額等を定めた管理規程に従い、担当

部署が決裁担当者の承認を得て行っております。月次の取引実績は、管掌役員に報告しております。

ハ．資金調達に係る流動性リスクの管理

当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、

手元流動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。

なお、国内連結子会社は、CMS（キャッシュ・マネジメント・システム）により、親会社を通した借入

金の調達をしておりますので、流動性リスクの管理は行っておりません。
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④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が

含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件などを採用

することにより、当該価額が変動することがあります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成24年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。

　
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1)現金及び預金 7,358 7,358 －

(2)受取手形及び売掛金 24,541 24,541 －

資産計 31,900 31,900 －

(1)支払手形及び買掛金 18,653 18,653 －

(2)短期借入金 4,541 4,541 －

(3)長期借入金 28,807 29,026 219

負債計 52,001 52,220 219

デリバティブ取引 － － －

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資産

(1)現金及び預金、(2)受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。

負債

(1)支払手形及び買掛金、(2)短期借入金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。

(3)長期借入金

長期借入金の時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入れを行った場合に想定される利率で割り

引いた現在価値により算定しております。変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の

対象とされており、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行

った場合に適用される合理的に見積られる利率で割り引いて算定する方法によっております。
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デリバティブ取引

① ヘッジ会計が適用されていないもの

該当するものはありません。

② ヘッジ会計が適用されているもの

ヘッジ会計の方法ごとの連結決算日における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、

次のとおりであります。

ヘッジ会計の

方法
取引の種類 主なヘッジ対象

当連結会計年度（平成24年３月31日）

契約額など
（百万円）

契約額などの
うち１年超
（百万円）

時価
（百万円）

金利スワップの
特 例 処 理

金 利 ス ワ ッ プ

取引変動受取・
固定支払

長期借入金 9,240 9,165 （*）

（*）金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理

されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております（上記負債の

（3）参照）。

２．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

　
１年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現金及び預金 7,358 － － －

受取手形及び売掛金 24,541 － － －

合計 31,900 － － －

３．長期借入金の連結決算日後の返済予定額

　
１年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

長期借入金 9,133 19,674 － －

６．賃貸等不動産に関する注記

重要性がないため記載を省略しております。

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,639円10銭

(2) １株当たり当期純利益 65円87銭
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８．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

９．追加情報

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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貸　借　対　照　表
（平成24年３月31日現在）

（単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

関 係 会 社 短 期 貸 付 金

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

そ の 他

貸 倒 引 当 金

31,120

4,614

1,844

17,257

658

1,420

829

49

988

43

3,076

338

△1

50,606

9,715

3,109

79

1,625

23

693

3,580

15

588

102

87

15

40,788

4,859

35,734

196

△1

流 動 負 債 32,822
支 払 手 形 3,049
買 掛 金 9,924
短 期 借 入 金 1,000
１年内返済予定の長期借入金 6,817
未 払 金 2,573
未 払 費 用 301
未 払 法 人 税 等 17
預 り 金 8,199
賞 与 引 当 金 637
役 員 賞 与 引 当 金 10
製 品 保 証 引 当 金 158
そ の 他 134

固 定 負 債 18,668
長 期 借 入 金 13,073
繰 延 税 金 負 債 2,040
退 職 給 付 引 当 金 2,594
事 業 構 造 改 善 引 当 金 538
そ の 他 420

負 債 合 計 51,491
純 資 産 の 部

株 主 資 本 28,268
資 本 金 5,117
資 本 剰 余 金 8,177
資 本 準 備 金 8,177

利 益 剰 余 金 15,293
利 益 準 備 金 393
そ の 他 利 益 剰 余 金 14,899
配 当 準 備 積 立 金 120
買 換 資 産 圧 縮 積 立 金 1,762
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 0
別 途 積 立 金 13,240
繰 越 利 益 剰 余 金 △223

自 己 株 式 △320
評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,899
その他有価証券評価差額金 1,899

新 株 予 約 権 67
純 資 産 合 計 30,235

資 産 合 計 81,727 負 債 純 資 産 合 計 81,727
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損　益　計　算　書

（平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで）

 （単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高  74,521

売 上 原 価  68,646

売 上 総 利 益  5,875

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  5,774

営 業 利 益  100

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 2  

受 取 配 当 金 236  

受 取 賃 貸 料 71  

為 替 差 益 30  

そ の 他 114 454

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 261  

そ の 他 34 296

経 常 利 益  258

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 6 6

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 売 却 損 15  

製 品 保 証 費 用 113  

そ の 他 6 134

税 引 前 当 期 純 利 益  130

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 73  

法 人 税 等 調 整 額 △1,201 △1,128

当 期 純 利 益  1,258
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株主資本等変動計算書

（平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで）

（単位：百万円）
   

株主資本 　    
資本金 　    

当期首残高 5,117    
当期変動額         

当期変動額合計 －    
当期末残高 5,117    

資本剰余金         
資本準備金         

当期首残高 8,177    
当期変動額         

当期変動額合計 －    
当期末残高 8,177    

その他資本剰余金         
当期首残高 4    
当期変動額         

自己株式の処分 △4    
当期変動額合計 △4    

当期末残高 －    
利益剰余金         

利益準備金         
当期首残高 393    
当期変動額         

当期変動額合計 －    
当期末残高 393    

その他利益剰余金         
配当準備積立金         

当期首残高 120    
当期変動額         

当期変動額合計 －    
当期末残高 120    

買換資産圧縮積立金         
当期首残高 1,751    
当期変動額         

実効税率変更に伴う積立金の増加 130    
買換資産圧縮積立金の取崩 △119    
当期変動額合計 10    

当期末残高 1,762    
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（単位：百万円）
   

固定資産圧縮積立金         
当期首残高 0    
当期変動額         

実効税率変更に伴う積立金の増加 0    
固定資産圧縮積立金の取崩 △0    
当期変動額合計 △0    

当期末残高 0    
別途積立金         

当期首残高 13,240    
当期変動額         

当期変動額合計 －    
当期末残高 13,240    

繰越利益剰余金         
当期首残高 △1,267    
当期変動額         

実効税率変更に伴う積立金の増加 △130    
買換資産圧縮積立金の取崩 119    
固定資産圧縮積立金の取崩 0    
剰余金の配当 △193    
当期純利益 1,258    
自己株式の処分 △10    
当期変動額合計 1,043    

当期末残高 △223    
自己株式         

当期首残高 △358    
当期変動額         

自己株式の取得 △0    
自己株式の処分 37    
当期変動額合計 37    

当期末残高 △320    
株主資本合計         

当期首残高 27,180    
当期変動額         

剰余金の配当 △193    
当期純利益 1,258    
自己株式の取得 △0    
自己株式の処分 23    
当期変動額合計 1,087    

当期末残高 28,268    
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（単位：百万円）
   

評価・換算差額等         
その他有価証券評価差額金         

当期首残高 1,686    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 213    
当期変動額合計 213    

当期末残高 1,899    
繰延ヘッジ損益         

当期首残高 △16    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16    
当期変動額合計 16    

当期末残高 －    
評価・換算差額等合計         

当期首残高 1,669    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 230    
当期変動額合計 230    

当期末残高 1,899    
新株予約権         

当期首残高 81    
当期変動額         

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △13    
当期変動額合計 △13    

当期末残高 67    
純資産合計         

当期首残高 28,931    
当期変動額         

剰余金の配当 △193    
当期純利益 1,258    
自己株式の取得 △0    
自己株式の処分 23    
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 216    
当期変動額合計 1,304    

当期末残高 30,235    
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 関係会社株式 移動平均法による原価法

② その他有価証券

・時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算定）

・時価のないもの 移動平均法による原価法

③ たな卸資産 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除

く）

定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備

を除く）については定額法）を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ２～47年
機械及び装置 ２～８年
工具器具備品 ２～20年

② 無形固定資産（リース資産を除

く）

定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用しております。

③ リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しており

ます。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始

日が平成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によっております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき

当事業年度の負担額を計上しております。

③ 役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当事業年度における支

給見込額に基づき計上しております。
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④ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基づき計上しております。

数理計算上の差異は、発生時における従業員の平均残存勤務期間内の一

定年数（15年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業

年度から費用処理することとしております。

過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（10年）による定額法により費用処理しております。

⑤ 事業構造改善引当金 当社は、旧浜松工場と旧豊橋工場を統合し、旧豊橋工場を母体とした東

海工場への集約を進めております。この国内生産体制再編に伴い、今後発

生が見込まれる費用及び損失について合理的な見積額を計上しております。

⑥ 製品保証引当金 将来の無償補修費用の支出に備えるため、個別案件に対する見積額及び

売上高に対する過去の実績率を基準とした見積額を計上しております。

（追加情報）

従来、流動負債の「その他」（前事業年度29百万円）に含めて表示して

おりましたが、当事業年度におけるクレーム費用の発生を契機として引当

額に重要性が増したため、当事業年度より「製品保証引当金」として区分

掲記しております。

(4) 重要な収益及び費用の計上基準

イ．当事業年度末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められ

る工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

ロ．その他の工事 工事完成基準

(5) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。なお、為替予約については振当処理

の要件を充たしている場合は振当処理を、金利スワップについては特例処

理の要件を充たしている場合には特例処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象 ａ.ヘッジ手段…金利スワップ取引

ヘッジ対象…変動金利支払の長期借入金

ｂ.ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建債権債務等
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③ ヘッジ方針 変動金利支払の長期借入金については、変動金利リスクを回避する目的

で、デリバティブ取引を利用しております。また、為替予約取引は、輸出

入等に係る為替変動のリスクに備えるものであります。なお、ヘッジ取引

については、当社経理部にて内部牽制を保ちつつヘッジ取引の実行管理を

行っております。

④ ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段

の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、その変動額の比

率によって有効性を評価しております。ただし、特例処理によっている金

利スワップ取引については有効性の評価を省略しております。

(6) その他計算書類作成のための基本となる事項

消費税等の会計処理 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

２．表示方法の変更に関する注記

（貸借対照表）
前事業年度まで流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「製品保証引当金」は、金額的重要性が増

したため、当事業年度より区分掲記しました。
なお、前事業年度の「製品保証引当金」は29百万円です。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

有形固定資産のうち下記資産については、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）460百万円の

担保に供しております。

建　物 543百万円

土　地 2,339百万円

計 2,883百万円

　

(2) 有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額 33,246百万円



2012/05/24 21:33:18 ／ 11809456_株式会社アーレスティ_招集通知

個別注記表

－ 45 －

(3) 保証債務

① 関係会社の金融機関からの銀行借入等に対し保証を行っております。

アーレスティウイルミントンCORP． 826百万円

アーレスティメヒカーナS.A. de C.V. 8,230百万円

広州阿雷斯提汽車配件有限公司 5,396百万円

アーレスティインディアプライベートリミテッド 214百万円

計 14,667百万円

② 関係会社の一括支払信託債務に対し保証を行っております。

株式会社アーレスティ栃木 1,690百万円

株式会社アーレスティ山形 430百万円

(4) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

① 短期金銭債権 4,032百万円

② 短期金銭債務 12,325百万円

　

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

① 売上高 4,550百万円

② 売上原価 37,308百万円

③ 販売費及び一般管理費 34百万円

④ 営業取引以外の取引高 329百万円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 前事業年度末の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 238千株 0千株 25千株 213千株

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

２．普通株式の自己株式の減少25千株は、ストック・オプションの行使による減少であります。
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６．税効果会計に関する注記

　 （百万円）
繰延税金資産  
未払費用 35
未払事業税 9
賞与引当金 242
退職給付引当金 933
事業構造改善引当金 402
減損損失 76
繰越欠損金 610
製品保証引当金 59
その他 116

繰延税金資産小計 2,482
評価性引当額 △1,494

繰延税金資産合計 988

繰延税金負債  
買換資産圧縮積立金 △988
その他有価証券評価差額金 △1,052
その他 △0

繰延税金負債合計 △2,040

繰延税金負債の純額 △1,052

（注）法人税等の税率の変更等による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平
成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保
に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以
後に開始する事業年度から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。
これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.69％から、平
成24年４月１日に開始する事業年度から平成26年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時
差異等については38.01％に、平成27年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異
等については35.64％となります。この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を
控除した金額）は213百万円減少し、法人税等調整額が64百万円減少し、その他有価証券評価差額金が
149百万円増加しております。
また、欠損金の繰越控除制度が平成24年４月１日以後に開始する事業年度から繰越控除前の所得の金

額の100分の80相当額が控除限度額とされることに伴い、繰延税金資産の金額は90百万円減少し、法人
税等調整額は90百万円増加しております。

　

７．リースにより使用する固定資産に関する注記

貸借対照表に計上した固定資産のほか、事務機器、製造設備等の一部については、所有権移転外ファイナンス・

リース契約により使用しております。
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８．関連当事者との取引に関する注記

子会社及び関連会社等

種 類
会 社 等
の 名 称

資 本 金 又
は 出 資 金
(百万円)

事 業 の 内 容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当 事 者
と の 関 係

取 引 の 内 容
取引金額
(百万円)

科 目
期末残高
(百万円)

子会社

株式会社

アーレスティ

栃木

300
アルミダイカスト

製品の製造
100

アルミ原材料を

当社より仕入、

ダイカスト製品を
当社へ売上

役員の兼任

アルミダイカスト
製品等の購入

19,194 買 掛 金 2,212

受取配当金 56 － －

資金の借入 1,259 預 り 金 730

一括支払信託債
務に対する保証

1,690 － －

株式会社

アーレスティ

熊本

150
アルミダイカスト

製品の製造
100

ダイカスト製品を
当社へ売上

役員の兼任

資金の借入 933 預 り 金 1,030

株式会社

アーレスティ

山形

151
アルミダイカスト

製品の製造
100

アルミ原材料を当
社より仕入、ダイ
カスト製品を当社
へ売上

役員の兼任

資金の借入 716 預 り 金 977

アーレスティ

ウイルミントン

CORP.

千米ドル

33,600

アルミダイカスト

製品の製造
100 役員の兼任

銀行借入に対する
債務保証

826 － －

株式会社

アーレスティ

テクノサービス

15 機械器具の製造 100

ダイカスト周辺部
品を当社へ売上

役員の兼任

資金の借入 1,045 預 り 金 1,294

株式会社

アーレスティ

ダイモールド

浜松

266 精密金型の製造 100

ダイカスト金型を
当社へ売上

役員の兼任

ダイカスト用精密
金型等の購入

990 未 払 金 40

広州阿雷斯提汽

車配件有限公司

千中国元

543,326

アルミダイカスト

製品の製造
100

ダイカスト製品を
当社へ売上

役員の兼任

製造用機械装置

・工具器具備品の

購入資金

1,664 未収入金 864

銀行借入に対する
債務保証

5,396 － －

増資の引受 1,551
関係会社
株 式

7,599

株式会社

アーレスティ

プ リ テ ッ ク

100 軽金属製品の加工 100

ダイカスト製品加工
代を当社へ売上

役員の兼任

資金の借入 2,956 預 り 金 3,113
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種 類
会 社 等
の 名 称

資 本 金 又
は 出 資 金
(百万円)

事 業 の 内 容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当 事 者
と の 関 係

取 引 の 内 容
取引金額
(百万円)

科 目
期末残高
(百万円)

子会社

アーレスティ

メ ヒ カ ー ナ

S.A. de C.V.

百万ペソ

1,035

アルミダイカスト

製品の製造
100 役員の兼任

製造用機械装置

・工具器具備品の

購入資金

2,745 未収入金 647

銀行借入に対する
債務保証

8,230 － －

アーレスティ

イ ン デ ィ ア

プライベート

リ ミ テ ッ ド

千ルピー

2,700,000

アルミダイカスト

製品の製造
100 役員の兼任

製造用機械装置

・工具器具備品の

購入資金

833 未収入金 693

増資の引受 2,716
関係会社
株 式

5,496

合肥阿雷斯提汽

車配件有限公司

千中国元

241,195

アルミダイカスト

製品の製造
100 役員の兼任 増資の引受 1,144

関係会社
株 式

2,967

（注）　取引条件及び取引条件の決定方針等

１．上記取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高のうち買掛金及び未払金には消費税等が含ま
れております。

２．株式会社アーレスティ栃木からのアルミダイカスト製品の購入及び株式会社アーレスティダイモール
ド浜松からのダイカスト用精密金型等の購入については、市場の実勢価格を勘案して価格交渉の上決
定しております。

３．資金の借入については、連結グループ内における効率的な資金運用を目的としたCMS（キャッシュ・
マネジメント・システム）によるものであり、利息については市場金利を勘案し合理的に決定してお
ります。また、取引金額については期中平均残高によっております。

４．アーレスティウイルミントンCORP．、広州阿雷斯提汽車配件有限公司、アーレスティメヒカーナ
S.A. de C.V.に対する債務保証は、株式会社みずほコーポレート銀行等からの融資に対して保証した
ものであります。

５．増資の引受は、各子会社が行った増資を全額引き受けたものであります。

　

９．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,398円 98銭
(2) １株当たり当期純利益 58円 38銭

　

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

　

11．追加情報

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計
基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

 独立監査人の監査報告書  

　　 　

 平成24年５月14日 

 
株式会社　アーレスティ
　　取　締　役　会　御中
　

 

　　 　

 有限責任監査法人トーマツ  

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
　
公認会計士 中 川 正 行 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
　
公認会計士 下 条 修 司 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
　
公認会計士 中 塚 　 亨 

 

 　

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社アーレスティの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計
年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにあ

る。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査

法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断に
より、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効
性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並び
に経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

 監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社アーレスティ

及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

 独立監査人の監査報告書  

　　 　

 平成24年５月14日 

 
株式会社　アーレスティ
　　取　締　役　会　御中

 

　　 　

 有限責任監査法人トーマツ  

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
　
公認会計士 中 川 正 行 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
　
公認会計士 下 条 修 司 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
　
公認会計士 中 塚 　 亨 

 

 　

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社アーレスティの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第
91期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査
を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計
算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を
実施することを求めている。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監
査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。
監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた
適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経
営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の
表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

 監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計

算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

 監　査　報　告　書  

 当監査役会は、平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第91期事業年度の取締役の職務

の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した

意見として本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

監査役会は、監査の方針、監査の計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ

いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求めました。

各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査の計画等に従

い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職

務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本

社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事業報告に記載

されている、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他

株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び

第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている

体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況につい

て報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。子会社については、子会

社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報

告を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書につ

いて検討いたしました。

さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び

検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説

明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための

体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17

年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求

めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株

主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照

表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している

ものと認めます。

二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は

認められません。

三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内

部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘

すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　

 

 平成24年５月23日  

 株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 　 監 査 役 会  

 

常 勤 監 査 役 熊 木 　 勉 

常 勤 監 査 役 見 目 康 夫 

社 外 監 査 役 早 乙 女 　 唯 　 夫 

社 外 監 査 役 志 藤 昭 彦 

 

以　上
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株主総会参考書類
　

第１号議案　取締役５名選任の件

取締役５名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役５名の

選任をお願いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 の
株 式 数

１

たか

高
はし

橋 　 　
あらた

新
(昭和30年11月２日生)

昭和54年４月　当社入社

昭和61年10月　アーレスティウイルミントン取締役就任

昭和62年６月　当社取締役就任

平成６年５月　アーレスティウイルミントン取締役会長就任

平成７年６月　当社専務取締役就任

平成９年６月　当社代表取締役副社長就任

平成９年10月　当社代表取締役社長就任（現任）

平成13年６月　京都ダイカスト工業㈱取締役就任

平成13年７月　当社執行役員

平成15年６月　当社上席執行役員

平成17年６月　当社最高執行責任者（現任）

915,021株

２

いし

石
まる

丸 　 　
ひろし

博
(昭和31年12月28日生)

昭和56年４月　当社入社

平成９年８月　アーレスティウイルミントン代表取締役社長

就任

平成13年３月　当社国際業務室長兼技術部長

平成13年７月　当社執行役員

平成15年５月　当社中国プロジェクト部長

平成15年９月　広州阿雷斯提汽車配件有限公司董事長総経理

就任

平成19年３月　当社執行役員

平成22年４月　当社品質保証本部長（現任）

平成22年６月　当社取締役就任（現任）

平成23年４月　当社常務執行役員

平成23年６月　当社専務執行役員（現任）

3,600株
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候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 の
株 式 数

３

の

野
なか

中 　
けん

賢
いち

一
(昭和24年１月28日生)

昭和42年４月　当社入社

平成３年６月　㈱アーレスティ熊本取締役管理部長

平成６年７月　当社品質管理部長兼TQM推進室長

平成11年１月　当社業務管理部長

平成11年５月　当社業務管理部長兼経営企画室長

平成13年３月　アーレスティウイルミントン代表取締役社長

就任

平成13年７月　当社執行役員

平成17年１月　当社上席執行役員

当社豊橋工場長

平成17年６月　当社執行役員

平成20年10月　アーレスティウイルミントン代表取締役社長

就任

平成23年１月　当社製造本部長（現任）

平成23年４月　当社常務執行役員

平成23年６月　当社取締役就任（現任）

当社専務執行役員（現任）　

8,356株

４

ふる

古
や

屋 　 　
しげる

茂
(昭和25年１月10日生)

昭和50年４月　当社入社

平成14年１月　当社アルミ営業部長

平成14年２月　当社執行役員

当社熊谷工場長

平成18年６月　当社取締役就任（現任）

平成19年３月　当社管理本部長兼品質保証本部長

平成20年５月　当社管理本部長（現任）

平成21年６月　当社常務執行役員

平成23年６月　当社専務執行役員（現任）

1,500株
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候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 の
株 式 数

５

※
はら

原
たかし

隆
(昭和31年８月19日生)

昭和56年４月　日本軽金属㈱入社

平成13年12月　同社素形材事業部営業部長

平成18年６月　同社素形材事業部長

兼松尾工業㈱（現日軽松尾㈱）代表取締役社長

平成19年６月　日本軽金属㈱執行役員素形材事業部長

平成21年６月　同社執行役員メタル合金事業部長、素形材事

業部長

平成23年７月 同社執行役員メタル・素形材事業部長（現任）

－

（注）１．※印は、新任の取締役候補者であります。
２．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
３．原隆氏は、社外取締役候補者であります。

当社は、同氏が取締役に選任された場合は、同氏が東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満
たしており、独立役員として同取引所に届け出る予定であります。

４．原隆氏を社外取締役候補者とした理由は以下のとおりであります。
同氏は、日本軽金属㈱の執行役員の職にあります。その経験を活かして幅広い見地から、当社の経営全
般に的確な助言をいただけるものと判断し社外取締役として選任をお願いするものであります。

５．社外取締役との責任限定契約の内容の概要は以下のとおりであります。
当社は、原隆氏が取締役に選任された場合は、同氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同
法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、400万円または法令が定める額のいずれか高い額としてお
ります。
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第２号議案　監査役２名選任の件

監査役見目康夫及び早乙女唯夫の両氏は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきま

しては、監査役２名の選任をお願いするものであります。

なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

監査役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 の
株 式 数

１

けん

見
もく

目 　
やす

康
お

夫
(昭和21年８月14日生)

昭和40年４月　当社入社

平成２年１月　㈱アーレスティ熊本取締役就任

平成７年12月　アーレスティウイルミントン取締役就任

平成11年１月　㈱アーレスティ栃木取締役就任

平成12年１月　菅原精密工業㈱（現㈱アーレスティ山形）

取締役就任

平成15年６月　㈱アーレスティ山形代表取締役社長就任

平成20年６月　当社監査役就任（現任）

1,100株

２

さ お と め

早乙女 　
ただ

唯 　
お

夫
(昭和８年１月15日生)

昭和53年３月　税理士登録

平成14年６月　当社監査役就任（現任）
－

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．早乙女唯夫氏は、社外監査役候補者であります。

なお、当社は、早乙女唯夫氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引
所に届け出ております。同氏の再任が承認された場合は引き続き同氏を独立役員とする予定で
あります。

３．早乙女唯夫氏を社外監査役候補者とした理由は以下のとおりであります。
同氏は税理士の資格を有し、長年にわたる税理士としての経験と見識をもとに、専門的見地か
ら監査していただくために社外監査役として選任をお願いするものであります。

４．早乙女唯夫氏は、現在、当社の社外監査役でありますが、社外監査役としての在任期間は、本
株主総会の終結の時をもって10年となります。

５．社外監査役との責任限定契約の内容の概要は以下のとおりであります。
当社と社外監査役早乙女唯夫氏は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項
の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、同氏が再任された場合には責任限定契約を継
続する予定であります。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、400万円または法令が定める額のいずれか高い額と
しております。

以　上　
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地図

　 株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図 　

株式会社中野サンプラザ　13階コスモルーム

東京都中野区中野四丁目１番１号

ＴＥＬ．（０３）３３８８－１１５１（代）
　

ロータリー

南口

北口 →至新宿
ＪＲ中央線・総武線

→至高田馬場
東京メトロ東西線

サ
ン
モ
ー
ル
商
店
街

三
井
住
友
銀
行

中
野
通
り

中野駅

サンプラザ

中
野
区
役
所

早稲田通り

←至高円寺

　

●JR中央線・総武線中野駅北口徒歩１分

●東京メトロ東西線中野駅北口徒歩１分
 
 なお、誠に恐れ入りますが、駐車場は台数に限りがございますので、

最寄りの交通機関をご利用くださいますようお願い申しあげます。




